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論文内容の要旨
本論文は発変電所の接地設計に関して，接地抵抗，歩巾電圧および接触電圧の高精度の計算方法を
開発するとともに，それらの低減効果を明確にすることを目的として行った研究の結果をまとめたも
のであり， 7 章よりなっている。
第 1 章は序論であって，まず発変電所接地の沿革と現状および接地設計の問題点について述べてい
る。すなわち現在では発変電所の接地抵抗はきわめて低いことが要求されるようになり，これに対応
するため，従来の網状接地電極(メッシュ電極)方式の他に 2段式メッシュ電極，深打ち接地棒，メ
ッシュ電極と深打ち接地棒の併用など各種の接地電極構成方式が考えられている。これに伴ない従来
の方法では算定出来ない多くの点があることを指摘するとともに，本研究の工学的意義を明らかにし
ている。
第 2 章では，大地が均一層であると仮定した従来の接地抵抗の計算方法とは異なり，大地が多層構
造をなすと考え，多層構造大地中に電流源のある場合の地中の電位分布を求め，接地電極を構成する
各要素の自己抵抗および各要素間の相互抵抗を算出し，それによって接地電極の接地抵抗を計算する
方法を確立している。
第 3 章では，前章で述べた計算方法を用いて， 2 層構造大地の場合について，現在用いられている
メッシュ電極および今後接地抵抗低減のために使用されようとしている他の各種電極について計算し
接地設計において最も重要な電極の形状，規模，配置，埋設深さ，地層の抵抗率などと接地抵抗の関
係を明らかにしている。
第 4 章にわいては， 2 層構造大地におけるメッシュ電極について「等価大地抵抗率J なるものを規
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定し，そのグラフからメッシュ電極の接地抵抗を簡便に計算する方法を示している。
第 5 章では，歩巾電圧および接触電圧の計算方法を述べるとともに，各種の接地電極について接地
設計に必要な諸量と 歩巾電圧および接触電圧の関係を明らかにしている。
第 6 章では，接地抵抗および歩巾電圧，接触電圧の各種の低減方法について，計算結果と実測値に
基いて考察し，さらに各種接地系の衝撃電流特性の実測値について記述している。
第 7 章は，以上の研究の成果を要約するとともに，今後の問題点について述べたものである。
論文の審査結果の要旨
発変電所の接地設計において 接地抵抗の計算は重要な課題であり，規模の増大とともにその精度
もますます高いことが要望されている。しかし現在用いられている大規模な網状接地電極や今後用い
られようとしている各種電極での接地抵抗の計算方法は 構成が複雑で、且つ大地の多層構造を考慮し
なければならないため未だ確固とした計算方法が提示されていない。
従来の計算方法はすべて大地が均一で、あると考えたものであり，かつ計算式導出の際に用いた条件
も厳密性を欠くものでその精度も不十分である。
本論文では多層構造大地中にわける電極の接地抵抗をラプラス方程式の厳密解を用いて，正確に導出
している口従ってその表現式は複雑で、あるが電子計算機を駆使することにより極めて精度の高い計算
結果が得られる手法を確立し，接地設計に必要な電極の形状，規模，配置，埋設の深さ，地層の抵抗
率などの諸量と接地抵抗との関係とともに接地抵抗低減効果の算定を可能としている。
また歩巾電圧わよび接触電圧に関しては，現在一般に用いられているものは簡単な実験式であり，
その精度は良好とは言えないが本論文はこれらについても厳密な計算方法を与えてわり，高く評価さ
れるものである。
なお以上の理論的計算結果はすべて実測値との比較によって妥当性が検証されている。
以上の通り本研究によって得られた結果は，発変電所の接地設計に関して重要な知見を与えており，
今後の設計指針となるもので電力工学の分野に寄与する所が大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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